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住
民
税
の
申
告
に
 

ご
留
意
く
だ
さ
い
 

市
 
□
 

　
税 

          ◆
寄
附
金
の
税
制
の
見
直
し
 

①
個
人
住
民
税
に
お
け
る
寄
附
金
税

制
の
見
直
し
が
平
成
２１
年
度
分
か
ら

適
用
さ
れ
ま
す
。 

・
現
行
の
所
得
控
除
方
式
か
ら
税
額

控
除
方
式
に
改
め
、
適
用
対
象
寄

附
金
に
係
る
控
除
率
は
県
民
税
4

％
、
市
民
税
6
％
と
な
り
ま
す
。 

・
寄
附
金
控
除
の
控
除
対
象
限
度
額

を
総
所
得
金
額
の
３０
％
（
現
行
２５

％
）
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
寄
附
金

控
除
の
適
用
下
限
額
は
5
，
0
0
 

　
0
円
（
現
行
１０
万
円
）
に
引
き
下

げ
ら
れ
ま
す
。 

②
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
寄
附
金

税
制
の
見
直
し
（「
ふ
る
さ
と
納
税
」）

が
平
成
２１
年
度
分
か
ら
適
用
さ
れ
ま

す
。 

・
都
道
府
県
ま
た
は
市
区
町
村
に
対

す
る
寄
附
金
に
つ
い
て
、
個
人
住

民
税
に
お
け
る
寄
附
金
税
制
の
見

直
し
の
税
額
控
除
の
適
用
に
加
え
、

当
該
寄
附
金
が
5
，
0
0
0
円
を

超
え
る
場
合
、
そ
の
超
え
る
金
額

に
、
９０
％
か
ら
寄
附
を
行
っ
た
も

の
に
適
用
さ
れ
る
所
得
税
の
限
界

税
率
を
控
除
し
た
率
を
乗
じ
て
得

た
金
額
（
個
人
住
民
税
所
得
割
額

の
１０
分
の
１
に
相
当
す
る
金
額
を

限
度
）
の
5
分
の
2
を
県
民
税
か

ら
、
5
分
の
3
を
市
民
税
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
税
額
控
除
し
ま
す
。 

◆
個
人
住
民
税
に
お
け
る
公

的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
制

度
の
導
入
が
、
平
成
２１
年
１０

月
支
給
分
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。 

・
６５
歳
以
上
の
公
的
年
金
な
ど
の
受

給
者
で
一
定
の
条
件
を
満
た
す
方

は
公
的
年
金
な
ど
に
係
る
個
人
住

民
税
額
を
公
的
年
金
か
ら
特
別
徴

収
し
ま
す
。 

◆
住
民
税
の
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
（
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
） 

　
税
源
移
譲
に
伴
い
所
得
税
が
減
少

す
る
こ
と
に
よ
り
、
所
得
税
の
住
宅

借
入
金
等
特
別
控
除
（
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
）
に
控
除
し
き
れ
な
い
額
が
生

じ
た
場
合
は
、
一
定
の
事
項
を
記
載

し
た
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ

り
、
住
民
税
か
ら
こ
の
控
除
し
き
れ

な
い
額
が
控
除
で
き
ま
す
。 

対
象
者
　
平
成
１１
年
〜
平
成
１８
年
ま

で
に
居
住
を
開
始
し
て
い
る
方
 

申
請
方
法
 

（
ア
）
確
定
申
告
を
す
る
方
 

　
確
定
申
告
書
に
住
宅
借
入
金
等
特

別
税
額
控
除
申
告
書
を
添
付
し
て
、

税
務
署
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

（
イ
）
確
定
申
告
を
し
な
い
方
 

　
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
申
 

                  　
告
書
に
源
泉
徴
収
票
を
添
付
し
て
、

平
成
２１
年
１
月
１
日
現
在
、
居
住

の
市
区
町
村
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。 

申
請
期
限
　
平
成
２１
年
３
月
１６
日
豺
 

※
住
民
税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
（
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
）
の
適
用

を
受
け
る
た
め
に
は
、
毎
年
申
告

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。 

問
合
せ
先
 

　
　
税
務
グ
ル
ー
プ
 

　
蕁
５２‐１
１
１
１
（
内
線
２４６
・
２４７ 
・        
 

　
２５３
） 

　現在、若者の間に望まない妊娠や性感染症が増えています。 
　上表に示すように「大切にされていない」（自己肯定感の喪失）
と思う学生は性交が、中学以前、中学3年に高く表れています。 
　毎日の生活の中で、お子様に愛情をかけ、親子の絆を深め、子
どもの存在を大切にしてください。 
　そして、自分を大切にし相手を尊重する行動がとれる子に育て
てください。それが、本当の性教育です。 

【初めて性交を経験した時期】（高校生）％ 

（生徒の性に関するアンケート調査　北海道学校保健審議会） 

中学校入学以前 

中学校1年生 

中学校2年生 

中学校3年生 

高校1年生 

高校2年生 

高校3年生 

2.6
14.0

5.7
8.8

12.8
10.5

19.4
24.6

41.0
31.6

14.0
7.0

4.5
3.5

家庭から大切にされている 
と思う 

家庭から大切にされている 
と思わない 

家庭から大切にされている 
と思う 

家庭から大切にされている 
と思わない 

親が子供を守るための性教育 

問合せ先　保健福祉グループ蕁52-9871

　性の話は親がするものじゃないと避けている間にも、子どもたちは友人や先輩たちから間違えた性の
知識を覚えてきます。そんな子どもたちの間違えた性の知識を一番身近にいる親が正してあげてください。 
　性への恐怖を教えることは大人たちの責任です。早ければ早いだけ良いと思います。性交は自然界
において普通なことです。いかにウソを言わずに子どもにもわかるように 
丁寧に説明できるのかがポイントになりますね！ 


